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本事業のねらい

　福井県の基盤技術であるナノめっき技術の蓄積がある「福井まんなかエリア」で、福井大学と地域企業、公設試

験研究機関等の「知」を結集し、先進エネルギーデバイス関連の産業の核になる研究成果を創出し、産学官連携

を通して育成することで研究開発型の地域企業を育成し、新エネルギー関連産業・事業の創出により地域の活性

化を図ることを目的とする。そこで、ナノめっき技術を応用して、安全・安心なエネルギー利用社会の構築と維持

のために必要なエネルギー変換・貯蔵に係る高容量・高信頼性の二次電池や太陽電池の先進的材料やデバイス、

および超軽量・高強度の繊維強化された軽合金や高抗張力・軽量電線材など省エネルギー効率の高い材料など、

「安全・安心」をキーワードとした新しいエネルギーデバイス用先進材料の開発を行う。

主な参加研究機関
産…清川メッキ工業（株）、倉茂電工（株）、

　　サカイオーベックス（株）、サンエー電機（株）、

　　セーレン（株）、（株）田中化学研究所、

　　日華化学（株）、福伸工業（株）

学…福井大学

官…福井県工業技術センター、

　　(財)若狭湾エネルギー研究センター、

　　(独)日本原子力研究開発機構

事業推進体制
事業総括……………田中　　保（（株）田中化学研究所　代表取締役社長）

研究統括……………高島　正之（福井大学　産学官連携本部長）

科学技術コーディネータ…上坂　　治

大道　　收　

核となる研究機関
福井大学、福井県工業技術センター

事業の内容

1. 高容量・高信頼性リチウム電池用材料開発
　　高容量かつ自動車搭載可能なリチウムイオン二次電池用材料としての製品化、事業化をめざす。

2. プレス成形可能な炭素繊維強化アルミニウム合金開発
　　圧延、打ち抜きおよびプレス成形できる炭素繊維強化Al合金材料を作製し、電気自動車用電池筐体材料など

　の自動車用部材としての製品化、事業化をめざす。

3. 高効率タンデム型太陽電池搭載ポータブル電源の開発
　　高精度タンデム型光エネルギー変換素子を作製し、地震などの災害時に情報機器や照明用独立電源として

　利用可能な、小型軽量・堅牢な電源装置の試作を行い、製品化をめざす。

4. 銅めっきアラミド繊維を導体に用いた軽量・高抗張力ケーブルの開発
　　ロボットアーム部材などで要求されている高抗張力で軽量、かつ柔軟性に優れた導電ケーブルの事業化を

　めざす。

5. テラヘルツデバイスの開発と原子力システムの高信頼化への応用
　　300GHz用高効率導波管の作製技術を高周波のサブミリ波（テラヘルツ）用の高効率導波管作製に展開し、

　テラヘルツ帯電磁波の超低損失小型伝送管およびホーン型高感度アンテナの試作、製品化をめざす。

ナノめっき技術が創出する安全・安心エネルギーデバイス
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主な事業成果
1.高容量・高信頼性リチウム電
　池用材料開発では、熱安定性
　に優れた3元系リチウム複合
　酸化物正極材料を開発し、開
　発した正極材料を使いた容量
　70mAhラミネート型セルお
　よび容量30Ahの大型電池モデルセルを試作した。

2.プレス成形可能な炭素繊維強
　化アルミニウム合金開発では、
　Al合金のめっき炭素繊維複合
　化により、元材料の板材より
　も高強度（2倍の引張り強度）
　の複合材料を得ることができ、
　90度曲げ部分を含む成形体
　を作製した。

3.高効率タンデム型太陽電池搭載ポータブル電源の
　開発では、太陽電池の電極構成およびその作製プ
　ロセスを確立し、さらにセル・レンズ・筐体一体型集
　光モジュールの構成・作製法を確立した。

4.銅めっきアラミド繊維を導
　体に用いた軽量・高抗張力
　ケーブルの開発では、導体
　抵抗0.61Ω/m、導体抵抗
　変動率50％以内の25m
　ケーブルを作製。多心銅めっ
　きアラミド繊維ケーブルと
　銅ケーブルとの比較では、従来の可動部用銅ケー
　ブルの50倍以上の耐屈曲特性を有している。

5.テラヘルツデバイスの開発と原
　子力システムの高信頼化への
　応用では、電鋳法による内径
　32mm 長さ300 mm、内部に
　ミクロンメートルのピッチが刻
　まれたコルゲート導波管の製品
　レベルでの製造手法を確立した。

Cu-Niめっき炭素繊維
複合Al合金成型体

試作した大型電池

コルゲート導波管

銅めっきアラミド繊維を用いた
導電ケーブル

福井まんなかエリア
財団法人　ふくい産業支援センター
〒９１０-０１０２　福井県福井市川合鷲塚町６１-１０　
                　TEL. ０７７６-５５-１５５５

（平成１８～２０年度）
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福井まんなかエリア＜発展型＞全体構想図
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文部科学省・知的クラスター

都市エリア発展型

高容量・高信頼性リチウム電池用
材料開発

ナノめっき技術シーズを用いた高容量・高信頼性二次電池開発

プレス成形可能な炭素繊維
強化アルミニウム合金開発

繊維強化軽金属技術シーズを用いた温間プレス成形技術開発

高効率タンデム型太陽電池搭載
ポータブル電源の開発

高精細めっき技術シーズを用いた非常時用ポータブル電源開発

銅めっきアラミド繊維を導体に用いた
軽量・高抗張力ケーブルの開発

超臨界CO2めっき技術シーズを用いた高張力複合ケーブル開発

テラヘルツデバイスの開発と
原子力システムの高信頼化への応用

高効率導波管技術シーズを用いたテラヘルツ帯高効率アンテナ開発

都市エリア
一般型

製品展開分野

車載用二次電池

自動車用電池筺体

ロボットアーム用ケーブル

ポータブル電源

テラヘルツ帯計測システム
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